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令和６年度会計別決算状況
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歳　入

民生費
26億6,964万6千円
　　　　（33.9%）

土木費
8億8,229万2千円
　　　（11.2%）

町　税
42億8,910万3千円
　　　　（52.2%） 

８２億

歳　出

78億
7,523万4千円

1,420万9千円

教育費
20億2,552万4千円
　　　　（25.7％）

消　防　費　2億4,355万1千円（3.1%）

諸 支出金 　3億6,489万4千円（4.6%）

議　会　費　9,445万4千円（1.2%）

商　工　費　 1,726万4千円（0.2％）

分担金及び負担金
地方譲与税
使用料及び手数料
環境性能割交付金　
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
地方交付税
地方特例交付金 
配当割交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金

1,917万7千円
5,482万7千円
3,745万9千円

752万円
3,846万2千円
5,841万6千円
604万1千円

1億459万4千円
 2,775万6千円
118万4千円
158万4千円
1,359万9千円

衛　生　費　4億5,844万9千円（5.8%）

公　債　費　7,768万2千円（1.0%）

繰入金
8億9,839万3千円
　　　　（10.9%）

財産収入
1億5,787万2千円（1.9%）

地方消費税交付金
4億1,473万7千円
　　　　（5.1%）

県支出金　
3億7,996万9千円
　　　　（5.1%）

国庫支出金　
9億483万8千円
　　（11.0%）

諸収入　
1億8,129万円
　　　（2.2%）

繰越金
1億3,508万8千円（1.7%）

その他　
3億7,061万9千円
　　　（4.5％）

総務費
9億6,541万2千円
　　　（12.3%）

令和６年度決算を認定！

※（　　）は構成比

※（　　）は構成比

農林水産費　7,606万6千円（1.0%）

　

町債　
4億8,230万円
　　　（5.9%）

☆ふれあいバス
　小型化による運行事業

☆朝明ポンプ場大規模改修
　

☆防犯カメラ設置事業

☆多文化共生日本語交流サロン

※地域住民の交通手段を確保するための事業。
　車両（２台）の小型化によりルート・ダイヤ
　が見直された。

令和６年度決算　身近な事業

事業費：59,368,089円
　　

事業費：1,599,862円

事業費：14,884,320円

利用人数と前年度との比較（10月～翌年3月末）
令和６年度　延べ8,016人（月平均：1,336人）
　 　  北コース…4,266人（月平均：  711人）
　 　  南コース…3,750人（月平均：  625人）
令和５年度　延べ7,673人（月平均：1,279人）
　 　  北コース　4,017人（月平均：  670人）　
　 　  南コース　3,656人（月平均：  609人）

　犯罪を抑制するため、通学路や危険個所
などに設置された防犯カメラの適正な維持
管理。
　令和２年度に策定した防犯カメラ設置基
本計画を基に、中電クラビス㈱と「みまも
りポールサービス利用契約」を締結し、令
和５年４月１日より第２期分として、58台
（総工費2,383万円）が稼働し、第１期分
と合わせて99台の防犯カメラが稼働中。
（第１期分の41台の維持管理費は、
808,880円。第２期分の58台の維持管理費
は、1,471,800円）

　朝明ポンプ場No4ポンプの役割は、川越
町朝明川以南と四日市市の一部における雨
水排水用の７台あるポンプの１台です。

（工事全体の金額222,573,000円の
　うち川越町負担分）

事業費：2,280,680円

（令和6年10月～令和7年3月末）

（車両購入費用等は除く）

（No4雨水ポンプ設備更新）

3億3,897万5千円
3,412万7千円
3,156万5千円
256万2千円
2,879万8千円
512万4千円

4億702万4千円

78億7,523万4千円
12億9,532万8千円
11億4,046万9千円
1億5,485万9千円
8億6,817万3千円
2億951万6千円

102億4,825万1千円

82億1,420万9千円
13億2,945万5千円
11億7,203万4千円
1億5,742万1千円
8億9,697万1千円
2億1,464万円

106億5,527万5千円

国 民 健 康 保 険
（ 事 業 勘 定 ）
（ 診 療 施 設 勘 定 ）
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

3億6,407万6,202円
8,342万4,000円

10億1,138万4,259円
4億9,506万771円

3億4,483万8,232円
1億5,110万2,431円
9億8,449万7,079円
7億3,290万9,259円

1,923万7,970円
△6,767万8,431円
2,688万7,180円

△2億3,784万8,488円

　外国人住民と日本人住民がやさしい日本
語で交流し、お互いを認め、学び合い、助
け合える日本語学習環境づくりを目指して
「にほんご交流サロン」を開催した。
　全10回（令和６年６月～令和７年３月）
・参加者：延べ273人
　（外国人：154人、日本語パートナー　
　   119人）
＊生活や趣味など楽しい話をしながらやさ                   
　しい日本語を使って交流した。
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議案のあらまし（全会一致）

区 分 議 　 　 案 　 　 名
あ 　 ら 　 ま 　 し

付託先議 案
番 号

議 決
結 果

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

認 定

認 定

認 定

認 定

一般会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額　　　 　
歳出決算額　　　 
歳入歳出差引額　　

８２億１,４２０万８,９７９円
７８億７,５２３万３,６０８円
３億３,８９７万５,３７１円

国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
〔事業勘定〕　　　　　　　　　　　　　　　　
歳入決算額　　　　
歳出決算額　　　　
歳入歳出差引額　 　　   　

　　　　　　　　　　　　　

１１億７,２０３万４,９３０円
 １１億４,０４６万９,５４２円

３,１５６万５,３８８円

〔診療施設勘定〕　　　　　　
１億５,７４２万１,６５６円
１億５,４８５万９,４７４円

２５６万２,１８２円

介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額　　　
歳出決算額　　　　
歳入歳出差引額　　　  

８億９,６９７万１,５９７円
８億６,８１７万３,８５１円

２,８７９万７,７４６円

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額
歳出決算額
歳入歳出差引額

２億１,４６４万２７１円
２億９５１万６,３５７円

５１２万３,９１４円

水道事業会計利益処分及び決算認定について
〔収益的収支〕
収入額
支出額
差引額

　　　　　　　　　
３億６,４０７万６,２０２円
３億４,４８３万８,２３２円

１,９２３万７,９７０円

〔資本的収支〕　　　　　　　
８,３４２万４,０００円

１億５,１１０万２,４３１円
△６,７６７万８,４３１円

下水道事業会計利益処分及び決算認定について
〔収益的収支〕　　　　　　　　　　
収入額
支出額　
差引額

　　　　　　　　　　
　　　　　１０億１,１３８万４,２５９円

９億８,４４９万７,０７９円
２,６８８万７,１８０円

　　　　〔資本的収支〕　　　　　　　
　　　　　　４億９,５０６万７７１円

    　７億３,２９０万９,２５９円
　　△２億３,７８４万８,４８８円

一般会計補正予算（第２号）

介護保険特別会計補正予算（第１号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

事業勘定において、８８３万８千円を追加し、予算総額を１１億８,２２３万８千円とする。
また、診療施設勘定において、４０９万８千円を減額し、予算総額を１億５,７４０万２千円とする。

下水道事業会計補正予算（第２号）
収益的収入について５６４万４千円を減額し、収入の総額を９億９,０１９万９千円とし、
収益的支出について６６４万４千円を増額し、支出の総額を９億９,５３１万８千円とする。
資本的収入について１,６６０万円を減額し、収入の総額を３億９,６６７万３千円とする。

認 定

認 定

教

教

教

総

総

総

総

教総・

ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ーー

同 意

同 意

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

●工事名　　　豊田一色公民館長寿命化改修工事
●契約方法　　一般競争入札
●契約金額　　７,３９６万４千円　　　　　　　　　　　　　　 　
●契約相手方　株式会社近藤建設　　
●概要　　　　内装、外構、電気設備、空調設備及び給排水設備等の改修工事を行うもの。

一般会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・
水道事業会計・下水道事業会計　令和7年5月分・6月分・7月分

三重郡議会議長会正副議長会議

例月出納検査の結果報告について

議員派遣の報告について

令和６年度健全化判断比率の報告について

令和６年度資金不足比率の報告について

令和６年度教育委員会の点検と評価報告について

●工事名　　　豊田公民館長寿命化改修工事
●契約方法　　一般競争入札
●契約金額　　２億２０４万８千円　　　　　　　　　　　　　　 　
●契約相手方　株式会社トヨタトータルデザイン川越営業所　　
●概要　　　　屋上防水、外壁、建具、内装、外構、電気設備、空調設備及び給排水設備等、
　　　　　   　建物全体の改修工事を行うもの。

人権擁護委員の推薦について【任期：令和８年１月１日から令和１０年１２月３１日まで】

太田昌子（再任），中尾恵美（新任），川村晃一（新任）

川越町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び川越町職員の育児休業等に関する条例の
一部改正について
人事院が行った「公務員人事管理に関する報告」において示された「仕事と生活の両立支援の
拡充」対策について、対応する民間労働法制に合わせるため、改正を行うもの。

川越町公共下水道条例の一部改正について

国からの通知に基づき、災害その他非常の場合において、早期復旧と排水設備工事の
適正な実施を図るため、改正を行うもの。

川越町水道事業給水条例の一部改正について

国からの通知に基づき、災害その他非常の場合において、早期復旧と給水装置工事の
適正な実施を図るため、改正を行うもの。

教育委員会委員の任命について【任期：令和７年１０月１日から令和１１年９月３０日まで】
服部亜津紗（北福崎）

工事請負契約の締結について

●工事名　　　天神公民館長寿命化改修工事
●契約方法　　一般競争入札
●契約金額　　１億４,２１９万７千円　　　　　　　　　　　　　　 　
●契約相手方　株式会社須崎工務店　　
●概要　　　　屋上防水、外壁、建具、内装、外構、電気設備、空調設備及び給排水設備等、
　　　　　　　建物全体の改修工事を行うもの。

可 決

可 決

即

可 決

即

可 決

可 決

可 決

即

即

即

２８３万円を追加し、予算総額を８億８,４２３万円とする。

３,７４５万４千円を追加し、予算総額を１００億２,２２６万９千円とする。

　令和７年第３回定例会は、９月４日から17日までの14日間の会期で行われた。初日は、６人
の議員が町長に対して一般質問を行い、続いて町長より議案19件の提案があり、審議後、５件
を原案可決、同意した。議案14件は、各委員会に付託され、審査することとなった。
　最終日には、各委員会に付託された案件を全て原案可決、認定した。

第３回　９月定例会

※付託先欄　総 …総務建設常任委員会　教 …教育民生常任委員会　決 …決算特別委員会　即 …本会議即決

決

決

決

決

決

決
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議案
第56号

議案
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議案
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議案
第53号

令
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定

条
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改
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等
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第50号

議案
第51号

議案
第52号

議案
第48号

議案
第49号

議案
第64号

議案
第65号

議案
第66号
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報告
第８号

報告
第９号

報告
第10号

報告
第11号

報告
第12号

報　
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令
和
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子
ど
も
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和
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算
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も
議
会

一　
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問

９
月
定
例
会

１０５万３千円を追加し、予算総額を２億２,２６５万３千円とする。
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一般質問 一般質問

　
　
　
　

５
歳
児
健
診
を

　
　
　

実
施
し
て
い
な
い

現
状
に
つ
い
て
、
現
行
の

体
制
で
就
学
前
の
発
達
課

題
を
十
分
に
把
握
で
き
て

い
る
の
か
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　
乳
児
全
戸
訪
問

を
は
じ
め
、
節
目
ご
と
に

実
施
を
し
て
い
る
各
種
健

診
、
教
室
を
活
用
し
、
切

れ
目
な
く
支
援
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　
　
　
　

５
歳
児
健
診
の

　
　
　

導
入
に
よ
る
効
果

と
課
題
に
つ
い
て
、
想
定

さ
れ
る
人
的
も
し
く
は
財

政
的
な
課
題
や
関
係
機
関

と
の
連
携
の
在
り
方
は
。

　
　
　
町
長
　

　
　
　
　

導
入
に
よ
り
、

取
り
こ
ぼ
し
の
な
い
支
援

に
つ
な
ぐ
効
果
は
あ
る

が
、
一
方
で
、
健
診
を
行

う
た
め
の
専
門
職
の
確
保

が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
発

達
障
が
い
の
診
断
を
行
う

医
師
の
不
足
が
課
題
と
考

当町における５歳児健診の
導入は可能か
三泗地域で体制、方法など検討をしていき
たい（町長）

教育現場におけるフィンテックの導入
の検討は進められるか
今後の国や景気の動向、社会情勢の変化の中で状況を
注視していく（教育長）

　
　
　
　

現
在
の
集
金
体

　
　
　

制
に
お
け
る
教
職

員
の
事
務
負
担
、
未
納
対

応
、
紙
書
類
や
個
人
情
報

の
管
理
負
担
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

　
　
　
教
育
長　

　
　
　
　

未
納
時
の
対
応

が
学
校
事
務
、
家
庭
と
も

に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク　

　
　
　

を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
期
待
で
き
る
効

果
と
想
定
さ
れ
る
課
題
は
。

　
　
　
教
育
長　

　
　
　
　
事
務
作
業
業
務

の
軽
減
は
期
待
で
き
る
が
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で
シ

ス
テ
ム
の
安
全
性
に
十
分

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　

中
学
校
新
校
舎

　
　
　

の
完
成
後
、
中
学

校
給
食
が
開
始
さ
れ
る
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
導
入

を
検
討
し
て
は
。

　
　
　
教
育
長　

　
　
　
　
社
会
情
勢
の
変

化
の
中
で
状
況
を
注
視
し

て
い
く
。

　
　
　
　

学
校
給
食
費
が

　
　
　

無
償
化
さ
れ
て
も
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
生
徒
会
活

動
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
、
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
の
活
用
は
有
効
で

は
な
い
の
か
。

　
　
　
学
校
教
育
課
長
　

　
　
　
　
近
隣
市
町
と
よ

く
意
見
を
交
わ
し
、
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
導
入
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

5歳児健診イメージ

※フィンテックとはデジタル技術で
　お金のやりとりを効率化すること

え
る
。

　
　
　
　

国
の
補
助
制
度

　
　
　

や
こ
ど
も
家
庭
庁

の
方
針
を
踏
ま
え
、
国
が

明
確
に
示
し
た
実
施
目
標

に
対
し
て
当
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
歩
み
を
進
め
る

の
か
。

　
　
　
町
長
　

　
　
　
　

三
泗
地
域
で
体

制
、
方
法
な
ど
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

四
日
市
医
師
会

　
　
　

や
三
泗
地
区
の
連

携
が
必
要
な
の
も
分
か
る

が
、
当
町
が
先
導
し
て
検

討
を
リ
ー
ド
す
る
姿
勢
が

必
要
で
は
。

　
　
　
健
康
推
進
課
長
　

　
　
　
　

三
泗
地
域
で
実

施
体
制
、
方
法
を
検
討
し

て
、
５
歳
児
健
診
と
し
て

質
が
担
保
で
き
る
も
の
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

３
月
に
国
が
発

　
　
　

表
し
た
南
海
ト
ラ

フ
地
震
被
害
の
新
想
定
で
、

初
め
て
示
さ
れ
た
災
害
関

連
死
者
数
を
減
ら
す
に
は
、

身
近
な
所
に
地
区
住
民
が

安
心
し
て
避
難
で
き
る
施

設
が
何
よ
り
も
必
要
だ
。

一
つ
の
指
定
避
難
所
に
収

容
人
数
を
超
え
る
避
難
者

が
押
し
寄
せ
た
場
合
の
対

応
・
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

町
長
　

　
　
　
　

避
難
所
に
収
容

想
定
人
数
以
上
を
受
け
入

れ
る
と
生
活
環
境
が
悪
化

し
、
そ
の
状
態
が
継
続
す

る
と
災
害
関
連
死
が
懸
念

さ
れ
る
。
過
密
を
解
消
す

る
た
め
避
難
者
の
方
々
に

他
の
避
難
可
能
な
施
設
に

移
っ
て
い
た
だ
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

朝
日
町
、
菰
野
町
な
ど
近

隣
市
町
へ
避
難
所
の
提
供

依
頼
を
行
い
、
災
害
の
規

模
に
よ
っ
て
は
協
定
を
締

結
し
て
い
る
市
町
や
県
を

災害関連死の発生を防ぐ
取り組みは

特殊詐欺から町民を守る取り
組みは

訓練などを通じて近隣市町と三重県との
連携を強化していきたい（町長）

情報を正しく見極めるための具体的な学び
の場の提供や啓発活動に努める（町長）

　
　
　
　

特
殊
詐
欺
の
被

　
　
　

害
に
遭
わ
な
い
た

め
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー　

を
高
め
る
取
組
み
を
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　
警
察
と
協
力
し
、

従
来
の
活
動
内
容
に
加
え
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
具
体

的
な
学
び
の
場
の
提
供
や

啓
発
活
動
に
努
め
る
。

　
　
　
　

小
中
学
校
に
お

　
　
　

け
る
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
る
教
育
や
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
。

　
　
　

学
校
教
育
課
長

　
　
　
　
学
校
や
学
年
に

よ
り
違
い
は
あ
る
が
、
道

徳
な
ど
の
教
科
学
習
で
は

個
人
情
報
の
保
護
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
の
ル
ー
ル
な

ど
、
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す

る
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

※
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、

情
報
を
適
切
に
収
集
、
理

解
し
、
そ
れ
ら
を
有
効
に

活
用
す
る
能
力
。

　
　

キッチンカーの例

トイレカーの例

通
じ
て
県
外
の
避
難
所
の

提
供
を
依
頼
す
る
な
ど
避

難
所
の
確
保
に
努
力
す
る
。

ま
た
、
避
難
者
の
健
康
状

態
を
い
ち
早
く
把
握
し
、

医
療
手
当
て
の
必
要
な
方

へ
は
医
療
機
関
へ
、
福
祉

的
対
応
が
必
要
な
方
へ
は

福
祉
避
難
所
へ
の
移
動
を

最
優
先
で
行
い
た
い
。

　
　
　
　

災
害
関
連
死
を

　
　
　

防
ぐ
に
は
、
①
町

民
の
避
難
先
や
避
難
者
の

実
情
の
迅
速
な
把
握
や
②

T
K
B
（
ト
イ
レ
・
キ
ッ

チ
ン
・
ベ
ッ
ド
の
略
称
）

の
整
備
・
充
実
等
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
の
取
組

が
必
要
だ
が
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

　
　
　

町
長

　
　
　

 

①
ア
プ
リ
な
ど

の
電
子
媒
体
を
使
用
し
た

把
握
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

車
中
泊
避
難
者
名
簿
の
作

成
な
ど
新
た
な
避
難
者
対

策
も
順
次
対
応
に
努
め
る
。

②
今
回
の
法
改
正
を
踏
ま

え
、
よ
り
効
果
的
な
整
備

方
法
を
研
究
す
る
。
ま
た
、

持
病
管
理
の
継
続
支
援
、

感
染
症
対
策
、
エ
コ
ノ
ミ

ー
ク
ラ
ス
症
候
群
及
び
メ

ン
タ
ル
不
調
者
へ
の
支
援

を
行
う
。
並
行
し
て
保
健

師
が
個
人
の
健
康
調
査
・

相
談
を
実
施
し
、
ス
ト
レ

ス
の
低
減
や
二
次
健
康
被

害
の
防
止
に
努
め
る
。

　
　
　
　

防
災
対
策
に
大

　
　
　

変
有
効
な
ト
イ
レ

カ
ー
を
購
入
配
備
す
る
考

え
は
。

　
　
　
防
災
安
全
課
長
　

　
　
　
　

車
両
価
格
や
近

隣
自
治
体
の
動
向
等
に
注

視
し
様
々
な
角
度
か
ら
研

究
し
た
い
。

※

▼動画はこちら▼動画はこちら

　　　

再

問問

問

再

答

答

答

答

答問問 問

答

答

答

早川茂樹 議員令
和
６
年
度
決
算

子
ど
も
議
会

一　
般　
質　
問

９
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一般質問 一般質問

通学路に遮熱性舗装を
現時点において導入は考えて
いない（教育長）

　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
の

　
　
　

登
下
校
時
の
熱
中

症
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

通
学
路
に
遮
熱
性
舗
装
を

施
工
し
て
は
。

　
　
　
教
育
長

　
　
　
　

国
土
交
通
省
が

遮
熱
性
舗
装
を
行
っ
た
結

果
の
報
告
で
、
通
常
の
舗

装
さ
れ
た
道
路
と
比
較
し

て
、
路
面
自
体
の
温
度
が

最
大
で
９
・
８
度
低
下
し

た
一
方
で
、
実
際
の
暑
さ

指
数
の
低
下
は
非
常
に
小

さ
く
、
50
㎝
の
高
さ
で

は
、
０
・
２
度
、
地
上
１

５
０
㎝
で
は
、
逆
に
０
・

１
度
の
上
昇
が
観
測
さ

れ
、
路
面
自
体
の
温
度
が

低
下
し
て
も
実
際
に
人
体

が
感
じ
る
暑
さ
の
軽
減
に

は
十
分
な
効
果
が
期
待
で

き
な
い
こ
と
が
検
証
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を

踏
ま
え
、
遮
熱
性
舗
装
に

よ
る
熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
は
費
用
対
効
果
も
低
い

と
考
え
て
お
り
、
当
町
で

の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。

【
思
い
】

　

遮
熱
性
舗
装
に
は
暑
さ

対
策
の
効
果
が
あ
る
と
い

う
報
告
も
あ
り
、
現
地
へ

行
っ
て
体
感
し
て
こ
よ
う

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

当
町
に
何
種
類        

　
　
　

の
基
金
が
あ
る
か
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　

一
般
会
計
に
18

基
金
、
特
別
会
計
に
１
基

金
あ
る
。

　
　
　
　

過
去
３
年
間
の

　
　
　

基
金
の
運
用
益
は
。

　
　
　
町
長　

　　
　
　
　

含
み
損
は
発
生

　
　
　

し
て
い
な
い
か
。

　
　
　

町
長

　
　
　

 

昨
年
度
末
現
在
、

債
権
残
高
１
２
６
億
８
，

４
５
８
万
９
，
０
０
０
円

に
対
す
る
含
み
損
を
試
算

し
た
と
こ
ろ
約
14
億
３
，

７
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

原
則
満
期
ま
で
債
権
を
保

有
す
る
。

　
　
　
　

基
金
の
運
用
方

　
　
　

針
等
は
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　

町
長

　
　
　

 

当
町
に
は
「
川

越
町
公
金
管
理
運
用
対
策

研
究
会
」
を
設
け
て
お
り
、

そ
こ
で
「
川
越
町
資
金
運

用
方
針
」
を
策
定
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
　

基
金
に
て
運
用

　
　
　

し
て
い
る
債
券
の

種
類
は
。

　
　
　

会
計
課
長

　
　
　

 

国
債
、
政
府
保

証
債
、
地
方
債
、
地
方
公

共
団
体
金
融
機
構
債
で
あ

基金の運用状況は
川越町資金運用方針に基づき確実かつ
効率的な運用に努めている（町長）

る
。

　
　
　
　

民
間
債
は
購
入

　
　
　

し
な
い
の
か
。

　
　
　

会
計
課
長

　
　
　

 

発
行
体
の
元
利

金
支
払
い
の
確
実
性
が
高

い
債
券
を
資
金
運
用
の
対

象
と
し
て
お
り
、
民
間
債

の
購
入
予
定
は
な
い
。

　
　
　
　

基
金
全
体
で
、

　
　
　

債
権
は
ど
れ
く
ら

い
の
比
率
で
保
有
し
て
い

る
か
。

　
　
　

会
計
課
長

　
　
　

 

令
和
６
年
度
決

算
で
、
基
金
全
体
の
残
高

は
約
２
６
０
億
7
，
２
0

０
万
円
で
、
う
ち
普
通
預

金
・
定
期
預
金
が
約
１
３

３
億
８
，
６
６
５
万
円
で

構
成
比
は
約
51
・
３
％
、

５
年
を
越
え
る
債
券
が
約

１
２
６
億
８
，
４
５
８
万

円
で
約
48
・
７
％
で
あ
る
。

▼動画はこちら

遮熱性舗装のイメージ

     　
　

熱
中
症
警
戒
ア

　
　
　

ラ
ー
ト
は
発
令
さ

れ
て
い
る
が
、
熱
中
症
特

別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
何
日

発
令
さ
れ
た
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

こ
の
運
用
が
開

始
さ
れ
て
か
ら
ま
だ
１
度

も
熱
中
症
特
別
警
戒
情
報

が
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
。

　
　
　
　

ク
ー
リ
ン
グ
シ

　
　
　

ェ
ル
タ
ー
の
利
用

者
数
は
。

　
　
　

町
長
　　
　
　
　

　
　
　
　

休
憩
場
所
と
し

て
開
放
し
て
お
り
特
に
利

用
者
数
を
数
え
て
い
な

い
。

　
　
　
　

地
区
公
民
館
を

　
　
　

ク
―
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
開
放
す
る

予
定
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

常
時
空
調
を
稼

働
さ
せ
る
施
設
管
理
、
体

調
不
良
者
が
出
た
場
合
の

適
切
な
処
置
、
施
設
管
理

に
必
要
な
人
材
確
保
等
を

考
え
る
と
、
現
状
で
は
難

し
い
。

　
　
　
　

高
齢
者
や
低
所

　
　
　

得
者
に
対
し
て
経

済
的
援
助
と
し
て
、
エ
ア

コ
ン
購
入
時
や
電
気
代
の

補
助
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

福
祉
課
長
　　
　

　
　
　
　

熱
中
症
対
策
と

し
て
助
成
、
経
済
的
支
援

は
な
い
。
物
価
対
策
と
し

て
令
和
４
年
度
か
ら
毎

年
、
国
の
交
付
金
を
利
用

し
て
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
に
対
し
て
給
付
金
を
支

給
し
て
い
る
。

町内の先生の性犯罪の調査は
特定免許状失効者管理システムのデータベースを活用して
すべての教員に対して行った（教育長）

　
　
　
　

先
生
の
盗
撮
等

　
　
　

性
犯
罪
に
関
す
る

調
査
は
し
た
か
。

　
　
　

教
育
長
　

　
　
　
　
特
定
免
許
状
失

効
者
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
て

常
勤
、
非
常
勤
、
任
期
付

き
任
用
、
臨
時
的
任
用
、

再
任
用
、
会
計
年
度
任
用

職
員
、
任
用
の
種
類
に
か

か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
教
員

に
対
し
て
行
っ
た
。
盗
撮

防
止
に
つ
い
て
は
、
教
室

を
常
に
整
理
整
頓
し
、
教

室
や
ト
イ
レ
、
更
衣
室
等

に
小
型
カ
メ
ラ
が
な
い
か

定
期
的
に
点
検
し
て
い
る
。

教
師
等
の
個
人
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
私
的
な
端

末
で
児
童
生
徒
を
撮
影
す

る
こ
と
に
つ
い
て
学
校
の

ル
ー
ル
を
定
め
て
対
策
を

し
て
い
る
。

　
　
　
　

各
校
に
男
女
別

　
　
　

更
衣
室
は
あ
る
か
。

　
　
　

教
育
長　

　
　
　
　

南
小
学
校
で
は

空
き
教
室
を
利
用
、
北
小

学
校
で
は
着
替
え
時
間
を

ず
ら
し
て
空
き
部
屋
を
利

用
し
て
い
る
。
今
年
度
、

中
学
校
の
水
泳
授
業
は
座

学
、
体
操
服
は
制
服
の
下

に
着
て
登
校
し
て
い
る
。

中
学
校
新
校
舎
に
は
男
女

別
更
衣
室
を
確
保
し
て
い

る
。

　
　
　
　

校
内
に
カ
メ
ラ

　
　
　

の
設
置
を
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　

学
校
教
育
課
長　

　
　
　
　

学
校
外
に
防
犯

用
カ
メ
ラ
は
設
置
さ
れ
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
考
え
て
議

論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

▼動画はこちらクーリングシェルターの利用度は
住民のみなさんの暑熱避難施設として
日常的に利用していただいている（町長）

（
次
の
図
の
と
お
り
回
答
）

安藤邦晃 議員

問問

問

問

問

再

再再

答答

答答答

答答

答

令
和
６
年
度
決
算

子
ど
も
議
会

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

令
和
６
年
度
決
算

子
ど
も
議
会

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

利子及び配当金に係る年度別決算額

    年度
令和４年度
令和５年度
令和６年度

     決算額
72,339,129円
81,679,932円
85,297,666円

  前年度比較  
△18,791,892円
9,340,803円
3,617,734円

問

問

再

答答

答

答再

栁川平和 議員

問問問 答答

答
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困難を抱える人へのさらなる
支援は
地域のサポート力向上につなげていく（町長）

▼動画はこちら

一般質問 一般質問

事故の多発している交差点の
安全対策は

     　
　

昔
か
ら
事
故
の

　
　
　

多
発
す
る
交
差
点

で
有
名
な
天
神
区
、
十
一

屋
前
交
差
点
で
あ
る
が
、

こ
の
７
月
に
も
４
件
ほ
ど

立
て
続
け
に
事
故
が
あ
っ

た
。
４
件
と
も
自
動
車
同

士
の
事
故
で
、
大
き
な
け

が
も
な
か
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
事
故
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
失
っ
た
自
動
車

が
歩
行
者
に
突
っ
込
ま
な

い
と
は
限
ら
な
い
。
交
通

量
や
諸
事
情
に
よ
り
信
号

が
つ
け
れ
な
い
の
は
聞
い

て
い
る
し
、
い
ろ
ん
な
対

策
も
講
じ
て
も
ら
っ
て
い

る
が
、
今
以
上
、
対
策
の

考
え
は
。

　
　
　

町
長
　　
　
　
　

　
　
　
　

近
年
、
住
宅
の

増
加
に
伴
い
、
各
地
区
で

交
通
事
故
が
発
生
を
し
て

お
り
、
大
き
な
課
題
と
認

識
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
当
町
で
は
、

視覚的に道路幅員を狭く見せ、夜間反射
する注意喚起看板対策を講じた（町長）

局地的大雨の対応強化は
職員がより危機感を持ち組織強化に
努める（町長）

安
全
対
策
と
し
て
、
カ
ラ

ー
舗
装
に
よ
る
交
差
点
の

路
面
標
示
や
段
差
を
設
け

た
路
面
標
示
に
よ
り
ス
ピ

ー
ド
抑
止
に
努
め
る
な
ど
、

様
々
な
手
法
を
用
い
て
危

険
箇
所
に
対
し
て
注
意
喚

起
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

指
摘
の
交
差
点
に
つ
い
て

も
、
以
前
よ
り
四
日
市
北

警
察
署
と
協
議
を
行
い
、

幾
度
も
対
策
を
講
じ
た
場

所
で
あ
る
。
し
か
し
、
残

念
な
こ
と
に
、
今
年
に
入

　
　
　
　

７
月
の
大
雨
警

　
　
　

報
の
被
害
と
今
後

の
各
課
の
連
携
強
化
は
。

　
　
　

町
長
　

　
　
　
　
大
雨
警
報
時
に

73
・
5
ミ
リ
の
降
雨
量
を

記
録
し
、
町
内
８
か
所
で

道
路
冠
水
が
発
生
。
通
行

止
め
や
土
の
う
設
置
に
よ

る
応
急
対
応
、
国
道
23
号

線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
閉
鎖

や
道
路
巡
回
も
実
施
。
道

路
冠
水
地
点
の
検
証
を
実

施
し
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

職
員
一
人
ひ
と
り
が
よ
り

危
機
感
を
持
ち
、
組
織
強

化
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　

北
小
学
校
付
近

　
　
　

の
内
水
氾
濫
に
よ

り
児
童
の
緊
急
引
き
渡
し

が
実
施
さ
れ
た
が
南
小
学

校
や
中
学
校
の
状
況
は
。

　
　
　

教
育
長　

　
　
　
　

小
中
学
校
と
も

昼
前
に
下
校
と
な
っ
て
い

た
。
中
学
校
で
は
十
分
気

を
つ
け
て
下
校
、
危
険
を

感
じ
た
ら
学
校
に
戻
る
よ

う
注
意
喚
起
を
し
た
。
南

小
学
校
周
辺
は
内
水
氾
濫

を
し
て
い
た
が
、
教
員
が

登
校
時
の
集
合
場
所
ま
で

一
緒
に
下
校
。
北
小
学
校

は
「
教
育
現
場
向
け
連
絡

シ
ス
テ
ム
す
ぐ
ー
る
」
を

活
用
し
保
護
者
の
緊
急
引

き
渡
し
を
実
施
。
す
ぐ
に

迎
え
に
行
け
な
い
と
10
件

程
度
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

お
昼
は
緊
急
用
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
提
供
し
、
最
後
の

迎
え
は
午
後
４
時
頃
。
今

後
も
日
頃
か
ら
の
準
備
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
　
　
　

今
後
の
対
応
策

　
　
　

は
。

　
　
　

学
校
教
育
課
長　

　
　
　
　

今
回
の
緊
急
引

き
渡
し
を
教
訓
に
、
迎
え

対
象
者
の
人
数
枠
を
増
や

す
こ
と
や
迎
え
に
来
た
記

録
を
残
す
た
め
に
氏
名
・

児
童
と
の
関
係
を
記
入
し

て
も
ら
う
な
ど
新
た
な
対

応
を
考
え
る
。
今
後
も
各

校
と
連
携
を
重
ね
て
い
く
。

十一屋前交差点 (北から南 )

十一屋前交差点 ( 東から西 )

▼動画はこちら

り
５
件
の
事
故
が
発
生
し
、

地
元
区
長
か
ら
も
安
全
対

策
の
要
望
を
い
た
だ
く
等
、

私
ど
も
も
事
態
を
深
刻
に

受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

四
日
市
北
警
察
署
と
再
度

協
議
を
行
い
、
今
年
発
生

し
た
事
故
の
内
容
を
検
証

し
た
と
こ
ろ
、
道
路
幅
員

が
広
い
東
か
ら
西
に
向
か

う
車
両
の
一
時
停
止
無
視

に
よ
る
事
故
が
大
半
を
占

め
る
こ
と
が
判
明
を
し
た
。

こ
の
た
め
、
安
全
対
策
と

し
て
、
外
側
線
と
ゼ
ブ
ラ

標
示
を
用
い
て
視
覚
的
に

道
路
幅
員
を
狭
く
見
せ
る

対
策
と
、
夜
間
に
反
射
す

る
速
度
低
下
や
交
差
点
注

意
を
促
す
看
板
を
４
方
向

に
設
置
し
、
安
全
対
策
を

実
施
し
た
。

　
道
路
交
通
の
安
全
は
、

全
て
の
運
転
者
や
歩
行
者

が
交
通
法
令
を
守
る
こ
と

が
大
前
提
で
、
特
に
一
時

停
止
標
識
の
あ
る
交
差
点

で
は
必
ず
停
止
し
、
左
右

の
確
認
を
行
い
、
徹
底
す

る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

あ
る
。
今
後
も
交
通
マ
ナ

ー
の
周
知
、
啓
発
や
路
面

標
示
等
、
行
政
と
し
て
行

う
責
務
に
努
め
る
と
と
も

に
、
四
日
市
北
警
察
署
や

地
域
の
皆
様
と
連
携
し
事

故
防
止
に
向
け
た
効
果
的

な
取
組
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

近
年
未
婚
の
母

　
　
　

や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
を
選
択
す
る
女
性
が
増

え
て
い
る
。
経
済
的
な
困

窮
や
予
期
せ
ぬ
妊
娠
・
子

育
て
な
ど
、
困
難
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
は
自
殺

防
止
に
も
つ
な
が
る
。

　

年
齢
層
に
合
せ
た
支
援

や
相
談
し
や
す
い
窓
口
は
。

　
　
　

町
長
　

　
　
　
　

我
が
国
の
妊
産

婦
死
亡
は
自
殺
が
大
き
な

原
因
。
妊
娠
初
期
と
産
後

の
自
殺
ピ
ー
ク
を
踏
ま
え
、

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
、

妊
婦
と
顔
の
見
え
る
関
係

を
築
き
、
妊
娠
期
か
ら
包

括
的
な
伴
走
型
支
援
を
行

い
必
要
な
相
談
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
関
係
機
関

と
も
切
れ
目
な
い
仕
組
み

を
構
築
し
て
い
る
。
子
育

て
期
か
ら
壮
年
期
で
は
検

診
や
保
健
指
導
で
心
の
健

康
状
態
項
目
か
ら
必
要
な

支
援
に
つ
な
ぐ
。
高
齢
期

は
、
個
別
訪
問
で
健
康
維

持
や
閉
じ
こ
も
り
予
防
に

つ
な
が
る
支
援
を
行
う
な

ど
、
各
年
齢
層
の
自
殺
予

防
に
つ
な
ぐ
。

　
　
　
　

ス
ト
レ
ス
を
感

　
　
　

じ
て
い
る
人
の
把

握
や
対
応
策
は
。

　
　
　

町
長
　

　
　
　
　

健
康
指
導
事
業

や
訪
問
事
業
で
身
体
的
な

健
康
状
態
や
睡
眠
・
食
事

状
況
か
ら
メ
ン
タ
ル
不
調

改
善
に
つ
な
が
る
支
援
や

専
門
的
機
関
を
紹
介
。
ま

た
、
支
援
に
つ
な
ぐ
こ
と

が
で
き
る
人
の
養
成
を
目

的
に
メ
ン
タ
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
研
修　
を
実
施
し
、
自

殺
予
防
対
策
の
一
つ
と
す

る
。

※
メ
ン
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

研
修
と
は
、
身
近
な
人
の

変
化
に
気
付
く
・
話
を
聞

く
・
そ
し
て
相
談
窓
口
に

つ
な
ぐ
、
人
材
育
成
の
研

修
。

寺本由美 議員

問

問

問

再

問

問

答

答

答

答

答

答

杉本雅照 議員令
和
６
年
度
決
算

子
ど
も
議
会

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会

令
和
６
年
度
決
算

子
ど
も
議
会

一　
般　
質　
問

９
月
定
例
会※
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編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記

　
９
月
27
日
㈯
中
央
公
民
館
に
て
生

涯
学
習
課
の
体
験
教
室
で
、
古
文
書

サ
ー
ク
ル
共
催
の
古
文
書
公
開
講
座

が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
元
四

日
市
市
立
博
物
館
副
館
長
の
廣
瀬
毅

先
生
で
す
。
当
日
は
28
名
が
聴
講
し

ま
し
た
。

　
廣
瀬
先
生
は
、
６
年
前
か
ら
当
町

に
て
古
文
書
サ
ー
ク
ル
の
講
師
を
務

め
て
見
え
ま
す
。
今
回
の
公
開
講
座

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
の
舞
台
と
な
る

時
代
、
こ
の
三
重
県
北
勢
地
域
と
江
戸
や
上
方
の
文
化
、

人
な
ど
の
交
流
は
あ
っ
た
の
か
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
曲
亭
馬
琴
が
上
方
へ
行
っ
た
帰
り
に
四
日
市
へ
寄
っ
て
、

四
日
市
の
清
水
亀
六
や
伊
達
源
三
郎
ら
に
会
い
に
行
っ
た

こ
と
が
彼
の
旅
日
記
『
羈
旅
漫
録
（
き
り
ょ
ま
ん
ろ

く
）
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
文
化
人
の
交

流
は
、
『
東
海
道
人
物
志
』
『
伊
勢
人
物
志
』
『
寛
政
泗

水
郷
友
録
』
と
い
う
宿
場
ご
と
の
文
化
人
が
記
さ
れ
た
人

名
録
を
通
じ
て
知
っ
た
よ
う
で
す
。
江
戸
と
上
方
を
結
ぶ

東
海
道
の
お
か
げ
で
文
化
交
流
が
で
き
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
公
開
講
座
は
「
べ
ら
ぼ
う
」
に
関
連
し
た
講
義
で
し
た

が
、
古
文
書
サ
ー
ク
ル
は
毎
月
第
４
土
曜
日
午
前
10
時
よ

り
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
４
階
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
費

は
月
５
０
０
円
で
す
。

　
古
文
書
サ
ー
ク
ル
で
は
、
廣
瀬
先
生
の
講
義
に
よ
り
南

福
崎
の
片
山
家
の
古
文
書
や
豊
田
一
色
の
大
塚
家
の
古
文

書
を
読
み
解
い
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
講
座
の

当
日
に
会
場
へ
ご
参
集
く
だ
さ
い
。
11
月
22
日
開
講
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栁
川
（
記
）

お 知 ら せ 令和７年 第４回 定例会予定

　議会を傍聴してみませんか。傍聴することで町政への
知識を深め、町議会の活動を知ることができます。また、
本会議当日は、役場１階ロビーのテレビにて、議会の模様
をライブ配信しています。
　また、本会議（開会）の日には託児を実施
しています。
　事前予約が必要ですので、11月25日まで
にこちらのQRコードからお申込みください。

11/30 12/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

本会議
（開会）

本会議
（閉会）

総務建設
常任委員会

教育民生
常任委員会

　

こ
の
た
び
、
三
重
県
町
村
議
長
会
か
ら
、

寺
本
清
春
議
員
へ
、
議
長
と
し
て
５
年
以
上

活
動
を
し
て
き
た
功
労
に
対
し
、
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
議
員
と
し
て
、
満
13
年
以
上

在
職
者
と
し

て
の
功
労
に

対
し
て
も
併

せ
て
表
彰
状

が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
朝
晩
に
秋
の
気
配
を
、

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ

て
は
夕
暮
れ
時
に
は
、
風
が
涼
し
さ

を
運
ん
で
き
た
が
、
今
年
は
な
か
な

か
気
温
が
下
が
ら
な
か
っ
た
。
日
中

は
外
出
を
た
め
ら
う
ほ
ど
の
暑
さ
だ

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
す
ご
し

た
の
だ
ろ
う
。
今
回
の
子
ど
も
議
会

で
は
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
有

意
義
な
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

                 

松
岡　

正
敬
（
記
）

功労者表彰 令和７年度　北勢５町議会議員研修会
　

10
月
3
日
、
菰
野
町
庁
舎
に
お
い
て
、
北

勢
５
町
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　

講
師
に
株
式
会
社
ソ
ト
コ
ト
代
表
取
締
役

指
出
一
正
氏
を
お
招
き
し
、
「
関
係
人
口
と

二
拠
点
思
考
〜
私
た
ち
は
ロ
ー
カ
ル
で
幸
せ

を
見
つ
け
る
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
勢
５
町
、
約
60
名
の
議
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

古
文
書
公
開
講
座
を
開
催

月日 火 水 木 金 土


